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バレーボール競技は，身長よりも高いネットとしづ一定の高さの障壁を挟んで行なわれるボ

ジャンプ運動がコート上で繰り返しゲーム中においては，常に，ールゲームである。従って，

行なわれている。

技術的要すなわち，精神的要因，この競技の勝敗の要因については，心・技・体，また，

多数の研究者によって報告されている。因，体力的要因のそれぞれにあると考えられており，

パレーボール競技の特徴の一つに， ネットという高い障壁のあることを本研究においては，

研究を試みようとするものである。なかでもジャンプ能力に焦点を当て，体力的要因，考え，

主としてパレーボーノレ競技に必要なジャンプ能力の要素は，幾つか考えられる。その中で，

フスパイク，ジャンプの高さが，ジャンプの高さである。つまり，必要と考えられる要素は，

高い位置でのジャンプトス等のプレーの成否を左右していると考えられるからであロック，

る。しかし，
(9)時同

とのタイミングや空中でのノくランス等の要素をも含んでいることが指摘されている。
(4) 

ジャンプの高さを持続することである。なぜ、ならば，時

ポールその点に関しては，単にジャンプの高さだけが影響しているのではなく，

その他に必要と考えられる要素は，

相手チームのスパイクやブロックに対抗するために3時間にも及ぶゲームにおいて，には，

ゲーム終了時まで要求されると考えられそれらの高さに応じた一定のジャンプの高さが，は，

るからで、ある。
(3)(6) 
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パレーボール選手におけるジャンプ力の持続性と競技能力に関する研究

従って，バレーボール競技において必要なジャンプ能力は，瞬発的な能力と持続的な能力と

に大別されると考えられる。

そこで，実際のゲームにおけるジャンプについて観察してみると， ジャンプトスを除いて，

スパイク，ブロック等のジャンプは，常に，最高値を要求されている。このことは，各ジャン

プについて考えるならば，瞬発的な能力が発揮されていると考えられる。しかし， ゲーム中に

おいて各選手は，競技終了に至るまで数多くのジャンプを繰り返し行なっている。このことか

ら持続的な能力も発揮されていると考えられる。

実際問題として，選手各個人の瞬発的な能力は，垂直跳及び最高到達点等の測定によって，

客観的に比較することができるが，選手各個人の持続的な能力は，客観的に比較することは難

しい。従って，選手各個人の持続的なジャンプ能力を，把握している指導者は少ないと思われ

る。

そこで，本研究は，バレーボール選手におけるジャンプ力の持続性に関して，その様相を解

明し，さらに， ジャンプ力の持続性と競技能力との聞に，関連があることを実証しようと試み

るものである。

尚，選手各個人におけるジャンプ力の持続性の様相にも焦点を当て， ゲーム中の選手の起

用，交替，あるいは，選手の育成指導に関する知見も併せて得ょうとするものである。

ll.方 法

1. 測定条件

本実験の測定条件は，実際のゲーム場面のジャンプに関するゲーム分析および，異なるジャ

ンプ頻度による予備実験の結果をもとに検討を試み，設定することとした。

(1) ジャンプの回数及び種類

a)ゲーム分析の方法:ゲーム中におけるジャンプの回数及び，頻度については， ゲームの

内容によって異なることが報告されている。
(2)(3)但)

このことから，分析を行うゲームは，その内容をゲーム終了時のセットカウントにより分類

し，関東大学男子リーグ戦から，セットカウント 3対0・3対1・3対2の3種類のゲームを

1ゲームずつ選び，計3ゲームとした。そして，これら 3ゲームの収録されたビデオテープに

VTG-22ビデオタイマーを連動して，再生しつつ，ジャンプの回数および種類に関する分析を

行った。また，分析の対象としたジャンプは，スパイクを打つためのジャンプ(以下，スパイク

ジャンプ)， ブロックをするためのジャンプ(以下，ブロックジャンプ)，おとりのジャンプ(以下，

トリックジャンプ)， ジャンプトスの 4種類である。。。
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表1.ゲームの内容別平均ジャンプ回数

ゲーム終了時のセットカウント
ポジション

3-0 3 -1 3 -2 

レフト 53.5 80.0 123.0 

(17.8) (20.0) (24.6) 

センター 68.5 122.5 167.5 

(22.8) (30.6) (33.5) 

回

(1セット当りの回数)

表2. 1ゲーム当りのジャンプの種類別割合

ジャンプの種類
ポジション

スパイク プロック トリック ジャンプ

ジャンプ ジャンプ ジャンプ トス

レフト 50. 1 47.0 2. 1 0.8 

(42.8) (40.2) (1. 8) (0. 7) 

センター 21.5 5 8.5 1 9. 0 1.0 
(25.7) (70.0) (22.7) (1. 2) 

合計

1 00.0 

(85.5) 

1 00.0 

(119.6) 

% 
(回)

b)ゲーム分析の結果および考察:表lおよび表2は，上記のゲーム分析において得られた

結果を， ジャンプの回数および， ジャンプの種類別にまとめたものである。

表 1からは， ゲームの内容別にレフトプレーヤ(以下，レフト〉とセンタープレーヤ(以下，

センター〉における 1ゲーム当りの平均ジャンプ回数を見ることができる。

表 2からは， 1ゲーム当りのジャンプ回数の種類別割合を見ることができる。

以上の結果は， ゲーム中のジャンプの回数が， ゲームの内容により，異なることを示した。

表 lに示されたように，セット数が増加するのに伴って，ジャンプ回数が増加することは自明

の理であるが， 1セット当りのジャンプ回数をゲームの内容別に比較すると， レフトおよびセ

ンターともに，接戦になればなる程ジャンプ回数が増加することが示唆された。また，今回の

分析によるゲーム中のジャンプ回数は，南等宮沢等のゲーム分析の結果に近い値を示した。
倒帥

ゲーム中におけるレフト及び，センターの 1ゲーム当りの平均ジャンプ回数は， 102.5回で

ある。このことから，実際のゲームに近い条件において，ジャンプ力の持続性を観察するため

には，約100回のジャンプをすることが妥当であると考えた。

- 23-



バレーボール選手におけるジャンプ力の持続性と競技能力に関する研究

また，ジャンプの種類別に観察すると， レフトは， 1ゲーム当りのスパイクジャンプおよ

び，ブロックジャンプの回数が，それぞれ全体の約50%であり，センターは，スパイクジャン

プとトリックジャンプの回数の合計が全体の約40%，プロックジャンプの回数が，全体の約60

%である。このことから，スパイクジャンプおよびブロックジャンプが， ゲーム中のジャンプ

の中心であると考えられる。

さらに，それぞれのジャンプの出現する順序は，各人各様のパターンを示した。そのため順

序については，一定の結果を得るには至らなかったが，回数の多いスパイクジャンプとブロッ

クジャンプが，交互に出現する傾向がみられた。

(2) ジャンプの頻度

ジャンプ頻度を，付)20回/分， (ロ)12回/分，り6回/分の三種類に設定し連続ジャンプに

関する予備実験を行った。

その結果， (イ)の条件は， ジャンプ運動が無酸素的となり，実験開始直後に，決められたジャ

ンプのリズムから外れてしまうことおよび，福田等の研究結果を考慮し， ジャンプ力の持続性
(5) 

を検討するのには不適当と判断したo (!~の条件は， ジャンプの高さが，なかなか低下せず，回

数を増すごとに， ジャンプの高さに心理的影響が多くみられた。従って，各被験者に対する実

験の所要時間及び実験条件の統一において，問題があると考え， (イ)と同様に不適当と判断し

た。(吋の条件は，バレーボール競技の指導者の観察および，南等の研究を参考にした結果， よ
(10) 

り実際のゲーム場面に近いリズムであると考え，本実験におけるジャンプの頻度として，適切

な条件であると考えた。

2. 被験者

(1)パレーボール競技経験者を経験者群として10名， (2)バレーボール競技未経験者を末経験者

群として10名，合計20名とした。その各被験者の所属チームおよび所属団体は，経験者群が，

慶底義塾体育会パレーボール部男子部員(チームの代表選手として，ゲームに出場している選手入

未経験者群が，慶慮義塾大学男子一般学生である。また，測定に当たっては，各被験者に本研

究の目的を理解させて行った。

3. 測定方法

各被験者には，事前に測定方法の概略を説明し被験者各個人の本来のジャンプができるよ

うに，充分な Warm-upをさせたのち，一人ず、つ測定を行った。

バスケットボールコートのゴールボードにセットした測定ボードに向かつて，スパイクジャ

ンプおよびブロックジャンプを 1セットとして， 50セット，延べ 100回の到達点を計測を行っ
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た。

到達点の設定は，スパイクジャンプでは片手， ブロックジャンプでは両手の指先の到達した

点を，床からの高さで測定した値とした。ただし，ブロックジャンプの際に両手の高さがずれ

た場合は，それぞれの平均値を到達点とした。

到達点の計測は，実験現場において，直接肉眼で読み取った値と，測定ボードを電子シャツ

タ付 (60コマ/sec)ピデオカメラ・ NationalMac10rd Movieを用いて，後方4.5m，高さ2.5m

の位置より撮影した映像を，再生しつつ読み取った値とを比較して， より正確な後者の値を本

来の測定値とした。

ジャンプの頻度は，そのテンポを， Zen-on社製 QuartzDigital Metronomeを使用し，マ

イクで音量を拡張の上，各被験者に知らせた。

なお，助走については限定せず，与えられた課題に集中できるように，試行回数等の指示は

与えなかった。

4. 測定期間及び場所

平成元年9月25，26， 27， 28日の四日間において，慶底義塾大学日吉記念館にて行った。

5. 測定値の再現性

各被験者の測定値が，被験者各個人における本来の能力を示した値で、あるか否かを検討する

必要があると考え，各被験者群より無作為に抽出した計8名の被験者に，各々の実験日から，

約 1カ月経過後に，再度同じ測定を実施した。

そして， 1回目と 2回目の実験における測定値の一致度を比較するために，各被験者の 100

凹の到達点における，対応する回数ごとの相関をとった。

IlI.結 果

1. 被験者の身体特性及びジャンブ能力

表3は， 各被験者の年齢・パレーボールの経験年数・身長・体重・指高(片手を頭上に垂直に

伸ばしたときの指先の高さを，床からの高さで測定をしたイ直〉・垂直跳・最高到達点の測定結果を，

各群において平均し，まとめたものである。

各測定項目の平均値を，両群間で比較すると，垂直JLj5及び最高到達点の 2項目に0.1%水準

で有意な差が認められた。すなわち，経験者群の垂直跳及び最高到達点の値は，未経験者群よ

りも有意に大きかった。
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表3.被験者の身体特性及びジャンプ能力における平均値の比較

最高到達点

(cm) 

垂直跳

(cm) 

主
M

司、
J

-
E
H
m
 

b
日

j
C
一

4
#
d
/
‘、

体重
(kg) 

身長

(cm) 

経験年数

(年)

年齢

(才)

被験者群

68.0 寸 310.2 寸
6. 12 キ宇宇 5.67 キ幸孝

_j ~O~ ~ _j 282.2 

9.06 

230.8 

5. 67 

70.1 

4. 39 

180. 7 

3. 59 

7.8 

1. 40 

21. 0 

. 89 

M 

SD 

経験者群

(N=10) 

59.0 

2. 73 
223.4 

9. 15 

64. 6 

8.27 

176. 4 

5.83 

0 

.00 

18.8 

.75 

未経験者群 M 

(N=10) SD 

P<0.001 ヰキ宇

実験の再現性の確認2. 

以下の通りであ実験における測定値の再現性を確認するために行った統計処理の結果は，

0.95， 0.97であった。未経験者群4名の相関係0.95， 0.94， る。経験者群4名の相関係数は，

経験者0.88であった。未経験者群における各被験者の相関係数は，

やや低い値であった。

0.81， 0.83， 0.87， 

群のそれと比較すると，

数は，

各群における各被験者の到達点の推移3. 

スパイクジャンプとブロックジャンプを 1各被験者の計 100回の到達点を，図1・図2は，

このグラフ』ま，各セットの平均到達点を示したものである。計50セットとし，セットとして，
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初
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Q
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剤
一
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320 

( N = 1 0 ) 

220 
10 20 30 40 50 
ジャンプの回数(se t) 

図2. 未経験者群における各被験者の到達点の推移

オーノミーラップ3点平均法により，各被験者における測定値を結んだ線を滑らかな曲線に近づ

けたものである。

図1は，経験者群の各被験者を表わしたものである。グラフを全体的に観察すると，高さ約

280"" 300 cmの聞にかけて，右下がりの帯状を成している。また，各被験者共に，約20セット

目までは，やや急に下降しそれ以後は，緩やかなカーブを描きつつ下降している。

図2は，未経験者群の各被験者を表わしたものである。各被験者，各様の下降カーブを示し

ているO 全体的には，ほぼ直線的に到達点が低下している状況が示された。

4. 各群における到達点の推移

(1) 全試行回数における到達点の推移

図3および図4は，各被験者の計 100回の到達点を試行1回目から順に20回ずつの計5区間

に区切り，それぞれの区間の平均値をグラフにしたものである。

到達点は，いずれの区間においても経験者群が未経験者群よりも高く，両群聞には， 0.1% 

水準で有意な差が認められた(図 3)。

図4は， 1区間自の平均値を100として，各群の低下傾向を表わしたものである。両群共に，

いずれの区間でも到達点の低下が示されており，その中でも， 1区間目と 2区間目の聞の到達

点の低下率が，他の区間に比べて大きいことが示された。また，各区間の到達点の低下率を

両群間で比較してみると， 4区間目と 5区間目にかけて， 1 %水準で未経験者群の低下率が大
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きいことが認められた。

スパイクジャンプの到達点の推移(2) 

1回目から順に10回各群におけるスパイクジャンプの50回の到達点を，図5および図6は，

各区間の平均値をグラフ化したものである。ずつに区切り，

両群聞には0.1%水いずれの区間においても経験者群が未経験者群よりも高く，到達点は，

準が有意な差が認められた(図5)。

1区し、ずれの区間においても到達点の低下が認められる中で，

その他の区間に比べて大きいことが観察された(図6)。
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各群におけるスパイクジャンプの到達点の低下率図 6.

ブロックジャンプにおける到達点の推移(3) 

スパイクジャンプと同様の方法で各群のブロッグジャンプの到達点を，図7および図8は，

示したものである。

いずれの区間でも経験スパイクジャンプの到達点と同様に，ブロックジャンプの到達点は，

両群間に0.1%水準で有意な差が認められた(図7)。者群が未経験者群よりも高く，

図6と比較する両群ともに到達点が低下する傾向にあるが，到達点、の低下率については，

4区間目から 5区間両群間で比較すると，緩やかな傾斜であることが観察された。また，と，

0.1%水準で有意に大きいことが認め経験者群よりも，

Q
d
 

目にかけての未経験者群の低下率は，

られた(図8)。
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各群におけるプロックジャンプの到達点の低下率図 8.

到達点の推移における個人差5. 

被験者各個人の到達点の推移を比較するために作成同じ群に属する被験者の中で，図9は，

各被験者の4名の被験者を選び，経験者群の被験者の中から，ここでは，したグラフである。

到達点の推移を示した。

1セット日の50セット目288.0αnであり，1セット目294.5cm，被験者 K.Nの到達点は，

1セット目

94.4 1セット目の高さに対する50セット目の高さは，

97.8%であった。被験者 Y.Mの到達点は，

nu 
qο 

50セット目284.0cmであり，

高さに対する50セット目の高さは，

301. Ocm， 
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図 9. 経験者群における到達点の推移の個人差

%であった。被験者 T.Nの到達点は， 1セット目296.0cm，50セット目285cmであり， 1セ

ット自の高さに対する 50セット目の高さは， 96.3%であった。被験者 K.Zの到達点は， 1セ

ット目301.5cm， 50セット目290.0cmであり， 1セット目の高さに対する 50セット目の高さ

は， 96.2%であった。

また， この図からは，各被験者，各様のカーブを描いていることが観察される。

1V.考 安
ノJ、

1. 被験者の身体特性及びジャンプ能力について

表3に示すように，各被験者の身体特性及びジャンプ能力に関する測定項目の平均値を両群

間で比較すると，特にジャンプ能力に関するこ項目において，著しい差がみられ，島田等が示
帥

すように，バレーボール選手のジャンプ能力の特徴が示された。

2. ジャンプ力の持続性の様相について

(1) 各被験者における到達点の推移について

図1，図2に示すように，各被験者の到達点の推移をみると，ほぼ全員の被験者に，到達点

がジャンプ回数の増加に伴い，低下してし、く傾向がみられた。

群毎に観察すると，験経者群における各被験者は，序盤から中盤にかけての低下が続き，中
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盤から終盤にかけて，水平状態に近いが少しずつ低下する傾向にあった。

未経験者群の各被験者は，経験者群よりも，全体的に低い到達点を示し，高さにばらつきが

みられたが，序盤から終盤にかけて，低下し続ける傾向が観察された。このことに関しては，

ジャンプ運動に対する訓練のないことが原因のーっとして考えられる。

(2) スパイグジャンプおよびブロックジャンプにおける

試行 l回目と50回目の到達点の比較

表4に示すように，いずれの群においても，スパイクジャンプおよびブロックジャンプとも

に， 5ο回目の到達点が1回目の到達点よりも， 0.1%水準で有意に低いことが認められた。ま

た，その低下の割合は，スパイクジャンプおよびブロックジャンプともに，未経験者群が経験

者群よりも大きいことが認められた。このことは，村本等，岩波等，福田等の研究においても
同 (8) (5) 

示されている。

さらに，試行l回目と50回目の相関は，両群ともにいずれのジャンプにおいても高い相関が

得られた。特に相関の高かった未経験者群のスパイクジャンプは，各被験者が一応の低下傾向

を示しているものと考えられる。

(3) スパイクジャンプとブロックジャンプにおける低下傾向の差について

前述したように，未経験者群は，スパイクジャンプおよびブロックジャンプともに同程度の

高い相関を示しているのに対して，経験者群は，スパイクジャンプの相関が，プロックジャン

プの相関かりも低いことが示された。各群のブロックジャンプの相関は，村本等が，競技能力
~ 

表4. スパイクジャンプ及びブロックジャンプにおける

到達点、の試行 l回目と 50回目の比較

スノfイクジャンプ プロックジャンプ

被験者群

1回目 50回目

M 307.3 293.4 
しーキ宇宇一_j

経験者群 % 100.0 95.5 

(N=10) SD 5.6 7.55 

r . 805 

9. 257 

M 282.1 260.4 
しーキキキーー」

未経験者群 % 100.0 92.3 

(N=10) SD 9.78 11. 58 

r . 906 

13.176 

・'-，、‘'‘
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1回目 50回目

286.5 277.7 
し一 一一Jキ寺本

100.0 96.9 

6.45 7.13 

.884 

7. 902 

269.2 254.9 
しーキ事キ ーJ

100.0 94.7 

10.63 10.68 

.890 

8. 412 

(cm) 

事事事 p<O.OOl 
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の異なるバレーボール選手群を対象として実施した，連続垂直跳の実験における， 6回/分の

ジャンプ頻度の結果と類似している。

しかしスパイグジャンプの相関については明確ではない。そこで，スパイクジャンプおよ

びブロックジャンプの高さを持続するための要因に違いがあると考えられる。阿江等及び，橋
(1) 

原等は， ジャンプの高さを求めるために必要な条件が，助走を用いない場合と用いた場合とで
(7) 

は異なることを指摘している。つまり，助走を用いないジャンプは，脚筋力および，各個人の

脚筋力に応じた踏切時の膝関節角度， また，腕の振り上げ動作等が指摘されているが，助走を

用いたジャンプは，脚筋力に加え，助走の速さおよび，助走速度を効果的にジャンプの高さに

結びつけるフォームが必要であると指摘している。

従って，スパイクジャンプの高さを持続することは， ブロックジャンプの高さを持続するこ

とに比べて，助走速度の調整やジャンプのフォーム等の技術的な要素が，大きく影響を及ぼし

ていることが示唆された。

3. ジャンプカの持続性と競技能力の関連について

図3において観察されるように，いずれの区間においても，経験者群の到達点の高さが，未

経験者群よりも高いことが認められた。このことは，各被験者における身長，指高，垂直跳，

最高到達点の測定値を比較した結果から考えても，当然の結果である。

しかし図4に示したように，到達点の低下傾向は， 4区間目から 5区間目の聞において，

未経験者群の低下率が，有意に大きいことが示された (P<O.01)。

また，スパイクジャンプおよびブロックジャンプとに分類して比較すると，図8に示すよう

にブロックジャンプにのみ， 4区間目から 5区間目にかけて差が認められた。つまり，未経験

者群は， ブロックジャンプにおいても終盤，到達点が低下し続けていることが示された。

以上のことから，到達点の単なる高さの違いだけでなく，高さを持続する能力が， ジャンプ

回数をある程度重ねてから現れてくることが示唆された。

4. ジャンプ力の持続性に関する個人差について

各被験者のジャンプ力の持続性には，被験者各個人において，その低下傾向に差がみられ

た。

図9に示したように，同じ群に属する被験者においても，被験者各個人の低下傾向の様相は

異なることが観察できる。被験者 K.Nは， ジャンプ回数の増加に伴う到達点の低下が認めら

れるが，その割合は非常に少ない。被験者 Y.Mと被験者T.Nを比較すると，最初の到達点

においては被験者Y.Mの方が高いが，序盤における低下後は，ほぼ同程度の高さとなり，中
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盤から終盤にかけては両者共に同程度の到達点を持続していたことが観察できる。また，被験

者 K.Zは，最初の到達点は4名の被験者の中で最も高いが，直線的に低下し， 終盤において

は，被験者 Y.Mおよび，，'被験者 T.Nとほぼ同じ高さとなっていることが観察できる。

以上のことは，経験者群の各被験者にお立る到達点の推移は，全体的にみれば，序盤におい

て急に低下し中盤から終盤にかけては，穏やかなカーブを描きつつ低下するとし、う低下傾向

であるが，その傾向の中にも， このような個人差があることを示している。

従って，同程度の競技能力を保持する選手を，実際のゲームにおいて起用する指導者にとっ

ては，長時間における安定したプレーを期待できる選手，あるいは， ゲーム中のジャンプ回数

の増加に伴い，休息を必要とする選手等の客観的判断材料として役立つと考えられる。また，

選手各個人に適したトレーニングの処方における有効性が示唆された。

v.結 論

ジャンプカの持続性の様相における，ジャンプの高さの低下傾向には，各個人により，いく

つかの型があることが認められた。第一に，序盤においてジャンプの高さの低下を示し中盤

以降は各個人の異なる水準において， ジャンプの高さを持続する型であるO この型は，経験者

群の被験者に最も多く現われた。第二に，序盤から終盤に至るまでジャンプの高さが低下し続

ける型である。この型は，未経験者群に最も多く現われた。

このことから，パレーボール選手におけるジャンプ力の持続性と競技能力の聞には，関連の

あることが示唆された。

つまり，競技能力の低い集団は， ジャンプ回数の増加に伴うジャンプの高さの低下傾向が大

きく，また，一貫してジャンプの高さが，低下し続ける傾向が認められた。中程度の競技能力

を保持する集団は，低下傾向が小さく，ある水準のジャンプの高さを持続する力を持っている

ことが認められた。

さらに，本研究において， ジャンプ力の持続性に関する個人差が示唆され，各被験者固有の

低下傾向が認められた。

今後の課題としては， より高い競技能力を保持する集団のジャンプ力の持続性を調査し比

較検討することが必要であること。また，ジャンプ力の持続性に関する個人差の要因を検討

し，加えて， ジャンプ力の持続性を高めるトレーニングの処方を確立する研究が必要であると

考えられる。
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